
 

 

 

 
 

３.11を忘れてはいけない                   校長 中坪 崇敏 

2011年３月 11日(金)14時 46分、私は都内の中学校で美術科教員として授業を行っていました。生徒はおお

よそ 35名。授業中、いきなり真下からドンっと突き上げる今まで経験したことがない大きな地震でした。私自身

立っているのがやっとで教卓を手でつかみながら、机の下に潜るように生徒へ声をかけました。そして、黒板に

手を突き、壁伝いに歩き、何とか校舎外へ出る扉を開けることができました。（当時勤務していた学校の美術室は、

校舎１階で、正門から昇降口までの道路に面した場所にありました。）地震の揺れが収まり、グラウンドへ避難する

ことになりました。腰が抜けて泣いて立ち上がれない女子生徒もいましたが、近くの生徒に声をかけ肩を貸し全員

が校舎の外へ出ることができました。正門から昇降口までの舗装された道路に出たとき、男子生徒１名が上履きを

履いていませんでした。授業中きちんと上履きを履いていなかったため、慌てて校舎外へ出るときにそのまま出て

しまったのです。それを見た私は、そのときゾッとしたのを今でも鮮明に覚えています。もし、床や道路にガラスの

破片があったら…。それ以来、私が教えてきた生徒全員にはきちんと上履きを履くように言い続けています。 
 

 被災地の一つである気仙沼市の中学生にとって、2011 年３月 11 日は卒業式の前日でした。混乱の中、何とか

10日遅れで気仙沼市立階上（はしがみ）中学校の卒業式が挙行されました。そこで語られた代表生徒による答辞を、

三宅中学校の皆さんに伝えたいと思います。 

  

 本日は、未曽有の大災害の傷も癒えないさなか、私たちのために卒業式を挙行していただきありがとうございます。 

 ちょうど10日前の３月12日、春を思わせる暖かな日でした。私たちは、そのキラキラ光る日差しの中を希望に

胸を膨らませ、通い慣れたこの校舎を57名揃って巣立つはずでした。 

 前日の11日。一足早く渡された思い出のたくさん詰まったアルバムを開き、10時間後の卒業式に思いを馳せた

友もいたことでしょう。「東日本大震災」と名付けられた天変地異が起こることも知らずに…。 

 階上中学校と言えば「防災教育」と言われ、内外から高く評価され、十分な訓練もしていた

私たちでした。しかし、自然の猛威の前には人間の力はあまりにも無力で、私たちから大切な

ものを容赦なく奪い去っていきました。天が与えた試練というにはむごすぎるものでした。 

つらくて悔しくてたまりません。時計の針は 14時 46分を指したままです。でも、時は確実に流れていきます。

生かされたものとして顔を上げ、常に思いやりの心をもち、強く正しくたくましく生きていかなければなりません。 

命の重さを知るには大きすぎる代償でした。しかし、苦境にあっても天を恨まず、運命に堪え、助け合って生きて

いくことが、これからの私たちの使命です。私たちは今、それぞれの新しい人生の一歩を踏み出します。どこにいて

も何をしていようとも、この地で仲間と共有した時を忘れず、宝物として生きていきます。 

 後輩の皆さん、階上中で過ごす「当たり前」に思える日々や友達が、いかに貴重なものかを考え、愛おしんで過ご

してください。先生方、親身のご指導ありがとうございました。先生方が、いかに私たちを思ってくださっていた

か、今になってよく分かります。地域の皆さん、これまで様々なご支援をいただきありがとうございました。これか

らもよろしくお願いいたします。お父さん、お母さん、家族の皆さん、これから私たちが歩んでいく姿を見守ってい

てください。必ず良き社会人になります。 

 私はこの階上中学校の生徒でいられたことを誇りに思います。最後に本当に、本当にありがとうございました。 

                       平成23年３月22日 第64回卒業生代表 梶原 裕太  

 

 私が多くのことを語らずとも、心で感じるものがあると思います。３月11日。この日は「当たり前の毎日」を送

れていることに感謝する日。東日本大震災のことを忘れてはいけない日。そして、私にとって、災害が起きても生

徒・職員全ての命を守れるように、学校の防災教育をきちんと行っていかなければいけないと強く思う日です。 

 最後になりますが、亡くなられた方々、そしていまだご不明の方々、１万8420名のご冥福をお祈りします。  

令和六年度    三宅村立三宅中学校 
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みなかみ体験学習（第２学年） 
 

 １月 28日(火)から２月１日(土)まで、群馬県利

根郡みなかみ町にて体験学習を行いました。陶芸や

藍染めの体験、太神楽や三国太鼓の鑑賞等、様々な

活動を通し、ひと回りもふた回りも成長した姿で帰

ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

笑顔と学びの体験活動プロジェクト 
 

 ２月 14日(金)、NHK｢おかあさんといっしょ｣の

元うたのおにいさんや林家まる子さん、古今亭雛菊

さん、翁家勝丸さんをお招きし、歌や落語、太神楽

を披露していただきました。本公演を通し、自分の

好きなことを続けることや、自分を支えてくれてい

る様々な人に感謝することの大切さを改めて教えて

いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

f３月の生活目標 f 

自分を振り返り、有終の美を飾ろう 

 

f３月の保健目標 f 

健康生活のまとめをしよう 

 

F３月のスクールカウンセラー来校予定日 f 

３日(月)・４日(火) 

 4月 8日(火)までの予定 f  
日 曜 学 校 行 事 

最終 
下校バス 

4 火 避難訓練 18:00 

5 水 中央委員会 15:30 

6 木 専門委員会 18:00 

7 金 文化祭前日準備 18:00 

8 土 
文化祭(体育館)9:00～11:05 
学校公開日 11:50 

9 日  －  

10 月 振替休業日 －  

11 火 
生徒朝礼 
安全指導 18:00 

12 水 
５時間授業 
職員会議 14:30 

13 木  18:00 

14 金  18:00 

15 土  －  

16 日  －  

17 月 
４時間授業 
卒業式予行、三送会 13:25 

18 火 
４時間授業 
卒業式前日準備 13:25 

19 水 第 18回 卒業式 11:45 

20 木 春分の日 －  

21 金 
４時間授業 
大掃除、保護者会(体育館)14:00～ 13:25 

22 土  －  

23 日  －  

24 月 ４時間授業 13:25 

25 火 
修了式、離任式 
安全指導 11:30 

26 水 春季休業日(始) －  

27 木  －  

28 金  －  

29 土  －  

30 日  －  

31 月  －  

1 火  －  

2 水  －  

3 木  －  

4 金  －  

5 土 春季休業日(終) －  

6 日  －  

7 月 
始業式 
着任式 11:30 

8 火 第 19回 入学式 12:20 
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